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論 文 内 容 の 要 旨 
有機導体(MeDH-TTP)2AsF6はπ共役系を縮小することによって電子相関を高めた有機ドナー
分子 MeDH-TTP と 1 価のアニオン AsF6-から構成される擬 2 次元導体である。6.0 GPa までの
圧力、室温から 2.6 K までの温度で電気抵抗率測定より温度-圧力相図を作成し、電子物性の研
究を行った。バンド計算からはフェルミ面を持つことが予想されるが、電気抵抗率の温度依存性
は室温から非金属的な挙動を示す。常圧下では分子の電子相関の増大に起因して電荷秩序絶縁相
が実現していると考えられる。圧力を印加していくことでこの絶縁相は抑制され、印加圧力 1.5 
GPa 以上で室温付近に金属的挙動が現れ始め、低温で絶縁体へと金属-絶縁体転移する。2.4 GPa
の圧力下では絶縁相は完全に抑制され、低温まで金属的な挙動を示すが、超伝導転移等は観測さ
れなかった。さらに圧力を印加していくと金属相はより安定化される。温度-圧力相図において
臨界圧力 2.4 GPa 近傍で量子臨界性の存在を示唆する結果が得られた。 
 有機導体においても近年 10 GPa 程度の超高圧力下で興味深い物性を示す物質が発見され、極
限環境下での物性測定技術の開発が新奇物性探索においてますます重要度を増している。そこで、
超高圧力・極低温・強磁場を組み合わせた極限環境を実現する方法としてダイアモンドアンビル
セル(DAC)を用いた、直流 4 端子法による電気抵抗率測定手法の開発を行った。DAC を用いた
測定において難関となるのが試料室の狭さと有機導体試料の脆さである。今回使用したダイアモ
ンドアンビルの先端径は 1.0 mm (16 角形)で最大加圧可能圧力は 12 GPa 程度と見積もられる。
試料室の大きさは 0.5 mm ×0.1 mm で試料は 0.2×0.05×0.05 mm3程度である。これまでのと
ころ、室温での圧力 6.7 GPa 下で液体ヘリウム温度までの直流 4端子法による測定に成功した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本研究は、有機導体における量子臨界点に関するもの、およびダイアモンドアンビルセルの開発に
関するものである。 
有機導体(MeDH-TTP)2AsF6はπ共役系を縮小することによって電子相関を高めた有機ドナー分子
MeDH-TTP と 1 価のアニオン AsF6-から構成される擬 2 次元導体である。6.0 GPa までの圧力、室
温から 2.6 K までの温度で電気抵抗率測定より温度-圧力相図を作成し、電子物性の研究を行った。
バンド計算からはフェルミ面を持つことが予想されるが、電気抵抗率の温度依存性は室温から非金属
的な挙動を示す。常圧下では分子の電子相関の増大に起因して電荷秩序絶縁相が実現していると考え
られる。圧力を印加していくことでこの絶縁相は抑制され、印加圧力 1.5 GPa 以上で室温付近に金
属的挙動が現れ始め、低温で絶縁体へと金属-絶縁体転移する。2.4 GPa の圧力下では絶縁相は完全
に抑制され、低温まで金属的な挙動を示すが、超伝導転移等は観測されなかった。さらに圧力を印加
していくと金属相はより安定化される。温度-圧力相図において臨界圧力 2.4 GPa 近傍で量子臨界性
の存在を示唆する結果が得られた。 
 有機導体においても近年 10 GPa 程度の超高圧力下で興味深い物性を示す物質が発見され、極限環
境下での物性測定技術の開発が新奇物性探索においてますます重要度を増している。そこで、超高圧
力・極低温・強磁場を組み合わせた極限環境を実現する方法としてダイアモンドアンビルセル(DAC)
を用いた、直流 4 端子法による電気抵抗率測定手法の開発を行った。DAC を用いた測定において難
関となるのが試料室の狭さと有機導体試料の脆さである。今回使用したダイアモンドアンビルの先端
径は 1.0 mm (16 角形)で最大加圧可能圧力は 12 GPa 程度と見積もられる。試料室の大きさは 0.5 
mm ×0.1 mmで試料は0.2×0.05×0.05 mm3程度である。これまでのところ、室温での圧力6.7 GPa
下で液体ヘリウム温度までの直流 4 端子法による測定に成功した。 
以上のように本研究で得られたこれらの結果は、有機伝導体の物性に関する基礎的なデータを確立し、
また、新しい物理の出発点となる知見を提供した。これらの成果は有機伝導体はもとより、広く強相
関電子物性の物理学の発展に寄与し、更なる発展を期待させるもので、博士（理学）の学位を授与す
るに値するものと審査した。 
